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7月1日に那須塩原市ホースガーデンがオープンし、セレモニーが行われました。（平成27年7月1日撮影）

平成27年
第3回那須塩原市議会定例会
（6月5日～6月26日）

　市長からは人事案件1件、平成27年度補
正予算案件2件、条例の一部改正案件3件、
報告案件9件、その他の案件4件の合計19件
が提出されました。
　議会からは、意見書提出案件1件、その
他の案件2件の合計3件が提出されました。
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議案の審議結果
　本会議において審議された議案の結果（報告案件は除く）は次のとおりです。

　【会期：　月　日～　月26日】6 5 6

平成27年第3回定例会

結　果件　　　　　　名議案番号

同意人権擁護委員の候補者の推薦について（大貫　憲子氏）同意第　号3

可決平成27年度那須塩原市一般会計補正予算（第　号）1議案第55号

可決平成27年度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第　号）1議案第56号

可決那須塩原市手数料条例の一部改正について議案第57号

可決那須塩原市行政財産使用料条例の一部改正について議案第58号

可決那須塩原市介護保険条例の一部を改正する条例の一部改正について議案第59号

可決契約の締結について議案第60号

可決契約の締結について議案第61号

可決災害時応急対策活動の協力に関する協定の締結について議案第62号

可決市道路線の認定について議案第63号

可決議員の派遣について発議第　号6

可決議員の派遣について発議第　号7

可決「国の責任による35人以下学級の前進」を求める意見書の提出について発議第　号8

【会議録検索システム】【会議録検索システム】稼働中！稼働中！【会議録検索システム】【会議録検索システム】【会議録検索システム】稼働中！稼働中！稼働中！
　会議録検索システムとは、定例会や臨時会の本会議に
おける発言内容を、「開催年」、「キーワード」、「発言者」な
どで簡単かつ迅速に見つけ出すことができるものです。
　市議会ホームページ
（http://www.city.nasushiobara.lg.jp）から、ぜひ
ご利用ください。

INFORMATION



3
那須塩原市議会だより №５９
平成２７年８月２０日発行

請願・陳情審議結果
　　月定例会で審議された陳情の結果は次のとおりです。6

結　果提出者住所・氏名件　　　　　名受理年月日区分

採択
宇都宮市兵庫塚　丁目　-103 3
全栃木教職員組合
執行委員長　篠原　章彦

「国の責任による35人以下学級の前
進」を求める陳情

H27.　.205

（第　号）2

陳情

継続
宇都宮市兵庫塚　丁目　-103 3
全栃木教職員組合
執行委員長　篠原　章彦

特別支援学校の「設置基準」策定を国に
求める陳情

H27.　.205

（第　号）3

不採択
宇都宮市兵庫塚　丁目　-103 3
全栃木教職員組合
執行委員長　篠原　章彦

国の教育予算を増やして「高校無償化」
を復活し、給付制奨学金の確立を求め
る陳情

H27.　.205

（第　号）4

不採択
宇都宮市兵庫塚　丁目　-103 3
全栃木教職員組合
執行委員長　篠原　章彦

「大学生への給付制奨学金創設」を求め
る陳情

H27.　.205

（第　号）5

不採択

大田原市本町　-2704-621
猪瀬第　ビル　C号3
日本労働組合総連合会栃木県連合会
那須地域協議会
議長　砂廣　直哉

年金積立金の安全かつ確実な運用を求
める陳情書

H27.　.255

（第　号）6

■
発
議
第
8
号　
「
国
の
責
任
に
よ
る

　

人
以
下
学
級
の
前
進
」
を
求
め
る
意

35見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

陳
情
第
2
号
を
採
択
し
、「
国
の
責

任
に
よ
る　

人
以
下
学
級
の
前
進
」
を

35

求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

意

見

書

―
意
見
書
要
旨
―

　

国
の
責
任
で
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権

利
と
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
保
障
す
る

た
め
に
、
小
学
校
3
年
生
以
降
の　

人
35

以
下
学
級
を
計
画
的
に
前
進
さ
せ
る
こ

と
、　

人
以
下
学
級
実
現
の
た
め
標
準

35

法
を
改
正
し
て
教
職
員
定
数
改
善
計
画

を
立
て
る
こ
と
を
、
強
く
要
請
す
る
も

の
。

【請願・陳情は、次の要領で提出してください。】
◎あて先（那須塩原市議会議長あて）、提出年月日、及び趣旨・理由等を簡潔に書いてください。
◎住所・氏名をはっきり書いて、必ず押印してください。
◎請願を提出する場合は、様式に従って紹介議員（那須塩原市議会議員）の記名押印が必要となっ
ています。
◎請願者・陳情者が多数のときは、代表者を決めてください。

※受理されたものは、関係する委員会（総務企画・福祉教育・産業環境・建設水道等）で審査をいたしま
すので、複数の項目にわたる場合は、別々の請願・陳情として提出していただくことがあります。
※必要により図面（その他資料）を添付してください。

【意見書とは？】
　議会は、その地方公共団体の公益に
関することである限り、国会または、
国・県などの関係行政庁に議会の意思
をまとめた文書を「意見書」として提
出することができます。
　議会には法人格がないため、請願を
行う権利はありませんが、その代わり
に意見書の提出が認められています。

議会用語解説
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各議員の議案に対する賛否の状況
賛否の分かれた案件と、陳情の採決結果を記載しています。そのほかの案件は全員賛
成で可決されました。

採　

決　

結　

果

日
本
共
産
党

か

が

や

き

 
敬  

清 

会

け
い 

せ
い

 
志  

絆 

の

会

し 

は
ん

公
明
ク
ラ
ブ

 
五  
峰 
ク
ラ
ブ

ご 

ほ
う

 
T
E
A
M 
那
須
塩
原

チ　

ー　

ム

会派名・
議員名 

議　案

高
久　

好
一

山
本
は
る
ひ

藤
村
由
美
子

相
馬　

義
一

大
野　

恭
男

植
木　

弘
行

眞
壁　

俊
郎

鈴
木　

伸
彦

平
山　

啓
子

吉
成　

伸
一

鈴
木　
　

紀

星　
　

宏
子

玉
野　
　

宏

若
松　

東
征

金
子　

哲
也

齋
藤　

寿
一

磯
飛　
　

清

中
村　

芳
隆

人
見　

菊
一

君
島　

一
郎

松
田　

寛
人

伊
藤　

豊
美

櫻
田　

貴
久

佐
藤　

一
則

齊
藤　

誠
之

相
馬　
　

剛

可
決×○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長○○○○○○○○

議案第５５号
平成２７年度那須塩原市
一般会計補正予算
（第１号）

不
採
択

○○○×××○×××××○××××議長××××××××

陳情第４号
国の教育予算を増やして
「高校無償化」を復活し、
給付制奨学金の確立を求
める陳情

不
採
択

○○○×××○×××××○××××議長××××××××
陳情第５号
「大学生への給付制奨学
金創設」を求める陳情

不
採
択

○○○○○○○○×××××××××議長××××××××
陳情第６号
年金積立金の安全かつ確
実な運用を求める陳情書

【○】は賛成　　【×】は反対　　【欠】は欠席　　【不】は不在席

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
予
算
は
、
市

民
の
大
切
な
年
金
や
預
金
情
報
な
ど
を
集

約
し
管
理
す
る
制
度
で
、
年
金
の
情
報
流

出
な
ど
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
リ
ス
ク
が

あ
り
進
め
る
べ
き
で
な
い
。
新
庁
舎
建
設

は
、
市
民
と
の
協
働
を
掲
げ
る
市
と
し
て
、

多
く
の
市
民
の
声
が
反
映
で
き
る
方
法
に

仕
切
り
直
す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
那
須

55

27

塩
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

1
号
）

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

　

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
と
基

本
設
計
を
一
本
化
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

住
民
基
本
台
帳
費
に
お
け
る
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
の

迅
速
か
つ
効
率
的
な
処
理
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論

反　

対
 
佐  
藤 　
 
一  
則 　

議
員

さ 
と
う 

か
ず 
の
り

賛　

成
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日
本
の
教
育
への
支
出
は
、
O
E
C
D
加

盟
国
で
連
続
最
下
位
が
続
い
て
い
る
。高
校

就
学
支
援
金
の
所
得
制
限
を
な
く
し
、
国

際
人
権
規
約
に
沿
って
、
貧
困
の
連
鎖
を
断

　
「
大
学
生
への
給
付
制
奨
学
金
」
が
創
設

さ
れ
る
と
、
現
時
点
で
1
千
兆
円
を
超
え
る

借
金
を
抱
え
る
国
の
財
政
が
耐
え
得
る
の
か
。

限
ら
れ
た
国
の
予
算
の
中
で
教
育
を
ど
の
程

度
ま
で
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
も
っと
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
安
易
に
無
償
を
掲
げ
る

と
学
習
の
意
欲
を
削
って
し
ま
う
た
め
。

 
齊  
藤 　
さ
い 
と
う

 
誠  
之 　

議
員

さ
と 
し

反　

対

　

二
〇
〇
四
年
に
改
正
し
た
現
在
の
年
金

制
度
は
今
後
の
少
子
高
齢
化
を
織
り
込
ん

で
計
算
し
、
持
続
可
能
な
制
度
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
維
持
し
て
い
く
に
は
安
定

的
な
財
源
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
安
全

性
と
運
用
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
年

金
積
立
金
の
運
用
方
法
を
見
定
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

 
平  
山 　
 
啓  
子 　

議
員

ひ
ら 
や
ま 

け
い 
こ

反　

対

陳
情
第
5
号　
「
大
学
生
へ
の
給
付

制
奨
学
金
創
設
」を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
6
号　

年
金
積
立
金
の
安

全
か
つ
確
実
な
運
用
を
求
め
る
陳

情
書

　

大
学
の
授
業
料
が
有
償
で
給
付
制
奨
学

金
が
な
い
の
は
O
E
C
D
で
日
本
だ
け
の

遅
れ
た
状
態
に
あ
り
、
お
金
が
な
く
て
学

べ
な
い
若
者
が
多
い
。
国
は
憲
法
に
基
づ

き
、
等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障

す
べ
き
で
あ
り
、
大
学
の
段
階
的
無
償
化

を
定
め
た
国
際
人
権
規
約
を
承
認
し
た
が
、

具
体
化
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

賛　

成

陳
情
第
4
号　

国
の
教
育
予
算
を

増
や
し
て「
高
校
無
償
化
」を
復
活

し
、給
付
制
奨
学
金
の
確
立
を
求

め
る
陳
情

　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
は
、
高
収
入

の
家
庭
へ
の
助
成
分
を
、
低
収
入
の
家
庭

へ
の
助
成
に
上
乗
せ
し
、
年
収
9
1
0
万

円
を
超
え
な
い
場
合
、
授
業
は
実
質
無
料

で
受
け
ら
れ
る
。
給
付
型
奨
学
金
は
、
返

済
不
要
の
「
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
」
が

平
成　

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
た
め
、

26

こ
の
陳
情
に
反
対
す
る
。

 
相  
馬 　
　
 
剛 　

議
員

そ
う 
ま 

つ
よ
し

反　

対

【討論とは？】
　議題となっている案件について、
採決前に「賛成」か「反対」かの意
見を表明し、賛同者を得るために、
意見の異なる相手を自分の意見に
同調させようと努めることです。

議会用語解説

　

中
等
・
高
等
教
育
の
無
償
化
と
教
育
の

機
会
均
等
は
世
界
の
常
識
。
親
の
所
得
で

判
断
す
る
と
子
ど
も
の
間
に
は
不
公
平
が

生
ま
れ
、
親
の
所
得
で
給
付
を
制
限
し
た

財
源
を
低
所
得
者
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
奨

学
給
付
金
に
充
て
る
の
は
配
慮
に
欠
け
る
。

財
源
は
他
か
ら
持
っ
て
こ
な
く
て
は
根
本

的
解
決
に
な
ら
な
い
。

　

O
E
C
D
加
盟
国
の
中
で
唯
一
授
業
料

が
高
い
の
に
奨
学
金
が
充
実
し
て
い
な
い

日
本
。
貸
与
型
奨
学
金
に
は
利
子
が
あ
り
、

 
藤  
村  
由  
美  
子 　

議
員

ふ
じ 
む
ら 
ゆ 

み 

こ

賛　

成

ち
切
り
、
教
育
予
算
の
抜
本
的
増
額
と
教

育
費
の
軽
減
・
無
償
化
、
奨
学
金
拡
充
への

道
を
切
り
開
く
た
め
陳
情
に
賛
成
す
る
。

卒
業
と
同
時
に
高
額
の
借
金
を
背
負
う
。

非
正
規
雇
用
や
無
職
の
若
者
に
と
っ
て
は
、

奨
学
金
を
返
し
た
く
て
も
返
せ
な
い
現
状
。

教
育
費
拡
充
は
国
際
競
争
力
を
高
め
、
国

益
に
直
結
す
る
。

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

賛　

成
 
藤  
村  
由  
美  
子 　

議
員

ふ
じ 
む
ら 
ゆ 

み 

こ

賛　

成

　

年
金
積
立
金
は
国
民
が
払
っ
た
保
険
料

で
、
老
後
の
年
金
を
保
障
す
る
安
定
運
用

が
当
然
の
原
則
。
高
リ
ス
ク
株
式
へ
の
運

用
拡
大
は
、
国
民
の
財
産
を
ば
く
ち
に
使

う
よ
う
な
も
の
で
許
さ
れ
ず
、
国
民
の
意

思
が
反
映
で
き
る
体
制
の
要
求
は
当
然
で
、

安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
優
先
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
高  
久 　
 
好  
一 　

議
員

た
か 
く 

こ
う 
い
ち

賛　

成

　

高
齢
者
の
最
低
限
の
生
活
を
確
保
す
る

た
め
の
年
金
。
そ
の
積
立
金
を
ハ
イ
リ
ス

ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
商
品
で
運
用
す
る
の

は
根
本
的
に
馴
染
ま
な
い
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

会
議
が
あ
っ
て
も
実
際
の
運
用
は
信
託
銀

行
や
投
資
顧
問
会
社
が
行
う
。
損
失
が
発

生
し
た
ら
誰
が
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

安
全
な
運
用
は
当
然
で
あ
る
。

 
藤  
村  
由  
美  
子 　

議
員

ふ
じ 
む
ら 
ゆ 

み 

こ

賛　

成
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■
平
成　

年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

27

正
予
算
（
第
1
号
）県

の
補
助
決
定
に
伴
う

経
費
の
追
加
の
ほ
か
、
喫
緊
の
政
策
課
題

へ
の
対
応
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
予
算

措
置
を
行
う
も
の
。

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

予予
算算
常常
任任
委委
員員
会会

当
初
予
算
編
成
時
点
で
は
基
本
構

想
自
体
が
明
確
に
な
っ
て
な
く
、
候
補
地

が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
補
正
で
の
計
上
に
な
っ
た
。

庁
舎
建
設
事
業
の
地
質
調
査
が
当

初
予
算
で
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
？

質
疑

答
弁 委委委委委委委委委委

員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会
のののののののののの
主主主主主主主主主主
なななななななななな
審審審審審審審審審審

委
員
会
の
主
な
審
査査査査査査査査査査査

委
員
会
の
主
な
審
査

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

農
機
具
等
の
購
入
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
補
助
対
象
に
な
る
の
か
？

質
疑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
交
付

金
は
、
ほ
と
ん
ど
が
委
託
す
る
部
分
に
充

て
ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
か
？

質
疑

協
力
要
請
し
た
時
点
で
、
市
側
に

損
害
賠
償
の
責
任
が
発
生
す
る
の
か
？

質
疑

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
作
成
は
「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
」
で
作
成
す
る
た
め
、
機
構
に
係

る
事
務
に
充
て
ら
れ
る
と
考
え
る
。

答
弁

コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
乾
燥

機
、
園
芸
ハ
ウ
ス
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

答
弁

■
平
成　

年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

27

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

低
所
得
者
対
策
と
し
て

の
公
費
に
よ
る
保
険
料
額
の
軽
減
が
縮
小

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
歳
入
の
組
替
え
を

行
う
も
の
。
予
算
総
額
の
変
更
は
な
い
。

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

総総
務務
企企
画画
常常
任任
委委
員員
会会

■
災
害
時
応
急
対
策
活
動
の
協
力
に
関
す

る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
の
応
急

対
策
活
動
に
要
す
る
車
両
と
人
員
確
保
の

協
力
体
制
を
構
築
し
、
防
災
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
の
協
定
を
締
結
す
る
も
の
。

〈
議
案
の
概
要
〉

要
請
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る

も
の
全
て
が
、
行
政
側
で
賠
償
す
る
も
の

で
は
な
い
。

答
弁

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

福福
祉祉
教教
育育
常常
任任
委委
員員
会会

■
那
須
塩
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
導
入
に
伴
う
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
平
成

　

年
1
月
か
ら
無
料
交
付
さ
れ
る
こ
と
か

28ら
、
利
用
者
の
混
乱
を
招
か
な
い
た
め
、

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
向
上
を
図

る
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
手

数
料
の
無
料
期
間
を
平
成　

年　

月　

日

27

12

31

ま
で
延
長
す
る
も
の
。全

員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

今
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
発
行
累
計
は
ど
の
く
ら
い
か
？

質
問

1
万
1
7
1
3
枚
の
発
行
と
な
っ

て
い
る
。

答
弁

〈
議
案
の
概
要
〉

■
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
の
保
険
料
軽
減
対
策

を
追
加
し
た
介
護
保
険
法
施
行
令
の
公
布

に
伴
い
、
平
成　

年
度
及
び
平
成　

年
度

27

28

の
介
護
保
険
料
所
得
段
階
区
分
第
1
段
階

の
保
険
料
率
軽
減
措
置
を
行
う
も
の
。

平
成　

・　

年
度
で
一
番
安
い
介

27

28

護
保
険
料
は
2
万
7
5
0
0
円
で
あ
る
が
、

昨
年
度
の
保
険
料
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
？

質
問

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

平
成　

・　

・　

年
度
の
3
年
間

24

25

26

は
2
万
7
千
円
で
あ
っ
た
。

答
弁

■
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

日
新
中
学
校
教
室
棟
及

び
昇
降
口
棟
、
金
工
木
工
室
棟
の
老
朽
化

が
著
し
く
、
I
S
値
（
耐
震
指
標
）
が
低

い
こ
と
か
ら
耐
震
改
修
を
行
う
も
の
。

〈
議
案
の
概
要
〉

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

■
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

西
小
学
校
教
室
棟
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
I
S
値
（
耐
震
指
標
）

が
低
い
こ
と
か
ら
耐
震
改
修
を
行
う
も
の
。

〈
議
案
の
概
要
〉
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橋
梁
点
検
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
際
に
も
行
っ
て

お
り
、
ま
た
、
日
常
的
な
維
持
修
繕
の
中

で
の
点
検
も
行
っ
て
い
る
が
、
国
庫
補
助

を
導
入
し
て
点
検
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
る
。
日
常
的
な
維
持
管
理
の
上
で

の
補
修
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
に
な
ら
な

い
。
今
回
、
大
規
模
に
点
検
を
し
、
そ
の

点
検
の
結
果
、
補
修
が
必
要
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
点
検
を

基
礎
と
し
て
国
庫
補
助
の
対
象
に
な
る
。

答
弁

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

愚

寓

喰

隅

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

建建
設設
経経
済済
常常
任任
委委
員員
会会

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

那
須
塩
原
市
橋
梁
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
く
西
那
須
野
駅
東
西
連

絡
通
路
の
定
期
点
検
事
業
を
国
庫
補
助
の

対
象
事
業
と
す
る
た
め
に
、
市
道
と
し
て

認
定
す
る
も
の
。

〈
議
案
の
概
要
〉

こ
の
橋
梁
は
、
完
成
か
ら
今
ま
で

の
間
に
点
検
等
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
市
単

独
で
担
う
も
の
が
若
干
あ
り
、
今
回
に
つ

い
て
は
大
き
く
行
う
の
で
、
市
道
路
線
の

認
定
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
庫
補
助
の

対
象
に
な
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
？

質
疑

全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

〈
委
員
会
の
結
果
〉

【委員会録】【委員会録】配信中！配信中！【委員会録】【委員会録】【委員会録】配信中！配信中！配信中！
　各常任委員会の会議録を配信しています。
　付託議案に対する常任委員会内での審査
内容をぜひご覧ください。

http://www.city.nasushiobara.lg.jp

　

栃
木
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
感
謝
状
が
、

ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
永
年
表

彰
が
あ
り
、
6
月
定
例
会
の
初
日
及
び
最

終
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

20年特別表彰　若松東征議員 会務運営に関する感謝状　吉成伸一議員

10年表彰　磯飛清議員 10年表彰　髙久好一議員

感
謝
状

感
謝
状
、表
彰
状
の
伝
達
が

表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た

感
謝
状

感
謝
状
、表
彰
状
の
伝
達
が

表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た

感
謝
状
、表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た

10年表彰　眞壁俊郎議員
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インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！インターネット録画映像配信中！
I N F O R M A T I O N

　各議員の質問内容は、市議会ホームページからご覧いただくことができます。
　本会議中は生中継も配信していますので、ぜひご利用ください。

※この議会中継は那須塩原市の公式記録ではありません。公式記録は会議録でご確認ください。

【6月定例会インターネット中継アクセス数　のべ　1,668人】

　月　日から12日までの日程で会派代表質問、及び市政一般質問が行われました。6 8
それぞれの議員の様々な課題に対する活発な質問内容の一部を要約し掲載いたします。
なお、各議員の掲載内容は、質問した議員自らが項目・問答の内容を選定しています。

●会派代表質問に　会派、市政一般質問に12議員2

　月12日6
⑨　齊藤　誠之 議員　 …………………………………………………………………………… 14

⑴社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について　⑵安全なまちづくりについて
⑶本市の道路の安全標記について

⑩　平山　啓子 議員　 …………………………………………………………………………… 14
⑴空き家対策の進捗状況について　⑵「産後ケア」で育児不安解消を

⑪　髙久　好一 議員　 …………………………………………………………………………… 15
⑴「非核平和都市宣言」の取り組みについて　⑵市が自衛隊に提供する市民情報について
⑶みなし寡婦控除の適用について

⑫　鈴木　伸彦 議員　 …………………………………………………………………………… 15
⑴庁舎建設について　⑵那須地区食肉センター廃止に伴う本市の対応について
⑶図書館の現状と課題について

　月11日6
⑤　星　　宏子 議員　 …………………………………………………………………………… 12

⑴軽度・中度難聴児に対する支援について　⑵自殺防止対策について

⑥　相馬　　剛 議員　 …………………………………………………………………………… 12
⑴本市の運動施設における管理責任について　⑵くろいそ運動場テニスコートについて
⑶小中学生社会体育活動支援について　⑷小中一貫教育について

⑦　吉成　伸一 議員　 …………………………………………………………………………… 13
⑴魅力ある「東那須野公園」整備について　⑵公民館機能の強化について
⑶魅力発信の新たな施策について　⑷那須野巻狩まつりの魅力アップのために

⑧　金子　哲也 議員　 …………………………………………………………………………… 13
⑴社会教育について　⑵子どもの貧困にどう取り組んでいくか

　月　日6 8
1̆ 　ＴＥＡＭ那須塩原【君島　一郎 議員】　 ………………………………………………… 　9

⑴市所有の美術品について　⑵阿久津市政について　

2̆ 　五峰クラブ　　 　【若松　東征 議員】　 ………………………………………………… 　9
⑴道路整備基本計画に基づく道路行政について　⑵阿久津市政の総括と今後の抱負について

　月　日6 9
①　佐藤　一則 議員　 …………………………………………………………………………… 10

⑴消防団について　⑵有害鳥獣について　⑶教育について

②　櫻田　貴久 議員　 …………………………………………………………………………… 10
⑴観光行政について　⑵人口減少にともなう本市の取り組みについて
⑶投票率の向上に向けた本市の取り組みについて　

③　藤村 由美子 議員    …………………………………………………………………………… 11
⑴那須塩原駅前の都市計画と公共交通整備について　⑵子育て支援の施策について　

④　山本 はるひ 議員    …………………………………………………………………………… 11
⑴「人々から選ばれるまちづくり」を目指す中での図書館のあり方について　
⑵那珂川河畔運動公園から鳥野目河川公園までの管理について　⑶青木サッカー場の整備について
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-会派代表質問（TEAM那須塩原）

-会派代表質問（五峰クラブ）

１

２

市
長
就
任
後
、
放
射
能
対
策
事
業
を

最
優
先
に
取
り
組
み
、
山
積
さ
れ
た

行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
さ
れ
た
。
全
小
中
学
校
へ
の
A

L
T
の
常
駐
配
置
や
子
ど
も
未
来
部
の
新

設
に
伴
う
子
ど
も
未
来
基
金
7
億
円
の
設

立
な
ど
、
多
く
の
新
案
を
提
案
実
行
に
移

し
て
き
た
が
、
市
長
自
身
の
評
価
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

市
政
の
変
革
を
念
頭
に
一
貫

し
て
将
来
の
人
口
減
少
へ
の
危
惧
と

持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
掲
げ
、
迅
速
に

課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

維
持
し
て
い
く
た
め
「
入
る
を
量
り
て
出

ず
る
を
為
す
」
と
い
う
考
え
と
あ
わ
せ
て
、

「
分
度
推
譲
」
に
な
ら
い
効
果
的
な
予
算

配
分
と
執
行
に
努
め
て
き
た
。

市
長
は
こ
れ
ま
で
の
政
策
等
に
お
い

て
常
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
動
す

る
と
言
う
が
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
は
何
か
。

市
長　

ス
ピ
ー
ド
感
を
出
す
に
は
財

政
を
健
全
に
し
、
出
て
き
た
課
題
を

早
急
に
打
ち
出
せ
る
財
政
力
を
持
つ
こ
と
。

そ
の
実
績
と
し
て
放
射
能
除
染
の
多
年
度

計
画
を
3
年
間
で
完
了
さ
せ
、
L
E
D
化

7
4
0
0
個
も　

年
か
か
る
計
画
を
1
年

20

で
完
了
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
社
会
を
築

い
て
い
く
上
で
最
も
必
要
で
あ
る
。
今
後

に
つ
い
て
も
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

18

27

の　

年
間
と
す
る
道
路
整
備
計
画
に

10

位
置
づ
け
た
路
線
の
中
で
、
新
た
な
都
市

構
造
に
対
応
し
た
一
体
的
な
骨
格
道
路
の

形
成
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

黒
磯
板
室
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
完
了
。
拠
点
間
を
結
ぶ
路

線
と
し
て
新
南
下
中
野
線
に
着
手
し
、
現

在
整
備
を
進
め
て
い
る
。

湯
街
道
2
号
線
の
道
路
整
備
基
本
計

画
に
お
い
て
の
位
置
づ
け
及
び
そ
の

事
業
効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

伺
う
。建

設
部
長　

既
存
道
路
の
交
通
混
雑

を
緩
和
し
地
域
間
交
流
を
促
進
す
る

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。効
果
と
し
て

は
寺
子
地
区
や
越
堀
地
区
方
面
な
ど
那
珂

川
の
東
側
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上
と
西

側
周
辺
地
域
の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
る
。

道
路
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
く
道
路
行
政
に
つ
い
て

阿
久
津
市
政
の
総
括
と
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て

若松 東若松　東征征 議員議員

問答問

答問答問答

平
成　

年
度
末
で
、
市
所
有
の
美
術

25

品
等
は
7
9
0
点
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
美
術
品
等
と
は
ど
の
様
な
も

の
か
、
現
在
何
点
に
な
っ
た
か
、
保
管
は

ど
の
様
に
行
っ
て
い
る
か
、
評
価
額
は
ど

の
程
度
か
。
ま
た
、
寄
付
・
購
入
等
の
区

分
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

美
術
品
と
は
、
絵
画
・
彫
刻
・

掛
軸
・
骨
董
品
及
び
そ
の
他
の
美
術

品
で
あ
る
。
平
成　

年
3
月　

日
現
在
8

27

31

5
3
点
で
、
ほ
と
ん
ど
が
那
須
野
が
原
博

物
館
で
保
管
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
施
設

で
は
、
ロ
ビ
ー
や
通
路
で
展
示
を
し
て
い

る
。
購
入
し
た
も
の
が
8
0
0
点
で
評
価

は
1
億
4
6
4
9
万
1
4
3
7
円
、
寄
贈

さ
れ
た
も
の
は　

点
、
う
ち
評
価
が
明
ら

53

か
な
も
の
は
6
点
で
、
2
3
0
万
円
で
あ

る
。

合
併　

周
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
展
示
し
、

10

市
民
に
公
開
す
べ
き
と
思
う
が
。

教
育
部
長　

今
後
整
理
を
し
、
博
物

館
・
日
新
の
館
で
展
示
を
し
た
い
。

本
年
第
1
回
定
例
会
で
選
挙
公
約
の

達
成
率
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
全
て
達
成

で
き
た
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。一
方
で
、

本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
新
規
施
策
の
計

画
を
樹
立
し
は
じ
め
て
い
る
が
、
市
長
の

本
市
に
対
す
る
思
い
と
考
え
方
を
伺
う
。

市
長　

国
及
び
県
と
の
連
携
の
も
と
、

人
々
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

人
口
の
減
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
職
員
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ
て
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

本
年　

月　

日
に
告
示
さ
れ
る
市
長

12

20

選
挙
へ
の
決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

無
所
属
、
市
民
党
を
旗
印
に

掲
げ
、
出
馬
を
こ
の
場
か
ら
表
明
し

た
い
と
思
う
。
議
員
並
び
に
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

市
所
有
の
美
術
品
等
に
つ
い
て

美
術
品
等
の
現
状
と
今
後
の
市
民
へ
の
展
示
は

阿
久
津
市
政
に
つ
い
て

君島 一郎君島　一郎 議員議員

問答問

答問答問答

日新の館
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市政一般質問-

市政一般質問-

１

２

市
観
光
局
の
役
割
と
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

本
市
観
光
を
け
ん
引
し
て
い

く
役
割
を
担
っ
て
い
る
組
織
。
現
在

は
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
観
光
地
と
し
て
の
受
け
入
れ
態

勢
の
整
備
、
ま
た
3
つ
の
観
光
協
会
や
観

光
関
連
事
業
者
と
市
と
の
協
議
が
よ
り
効

果
的
に
機
能
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
や
新

規
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

地
域
の
特
性
や
優
位
性
を
生

か
し
、
首
都
圏
に
対
し
本
市
の
魅
力

を
的
確
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
告
知
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
新
規
事
業
と
し
て
は
、
ハ

ロ
ー
キ
テ
ィ
の
サ
ン
リ
オ
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
夏
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
作

製
や
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
等
の
準
備

を
観
光
局
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。

出
生
率
の
向
上
に
関
す
る
本
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
施
設
整
備
、
子
ど
も
・
子

育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
子
育
て
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
窓
口
へ
の
配
置
が
挙
げ

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
子
育
て
応
援
券
交
付

事
業
に
取
り
組
む
。

人
口
減
少
克
服
に
向
け
た
本
市
の
効

果
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

こ
れ
ま
で
に
定
住
者
へ

の
補
助
制
度
の
創
設
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
体
制
の
整
備
、
英
語
教
育
の
推

進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、
魅
力
あ
る
観

光
地
づ
く
り
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
き

た
。
今
後
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
、
若
者
の
出
会
い
創
出
事
業
な
ど
の

施
策
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

4
月
の
栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
の
本

市
に
お
け
る
投
票
率
は　

・　

％
と

38

07

低
迷
し
た
。
今
後
、
投
票
率
向
上
に
向
け

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き
か
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

若
者

自
身
が
体
験
を
通
じ
て
政
治
意
識
を

向
上
す
る
機
会
を
提
供
で
き
る
か
ど
う
か

先
進
事
例
な
ど
も
研
究
し
、
今
後
と
も
効

果
的
な
選
挙
啓
発
活
動
を
模
索
し
つ
つ
、

投
票
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

観
光
行
政
に
つ
い
て

本
市
の
さ
ら
な
る
観
光
の
発
展
に
期
待

人
口
減
少
時
代
に
と
も
な
う
本
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

櫻田 貴櫻田　貴久久 議員議員

問答問答

問答問答問答

本
市
消
防
団
員
の
定
数
と
そ
の
推
移

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

条
例
定
数
は
、
黒
磯
消
防
団

7
3
0
名
、
西
那
須
野
消
防
団
3
5

5
名
、
塩
原
消
防
団
3
5
0
名
の
計
1
4

3
5
名
の
と
こ
ろ
、
今
年
4
月
現
在
の
団

員
数
は
合
計
1
2
6
5
名
で
減
少
傾
向
に

あ
る
。
今
後
も
先
進
的
事
例
等
を
調
査
研

究
し
、
団
員
確
保
に
取
り
組
み
た
い
。

消
防
団
の
装
備
と
そ
の
数
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
部
長　

各
部
に
消
火
活
動
に
必

要
な
ホ
ー
ス
等
を
装
備
し
た
消
防
車

両
を
配
備
し
て
い
る
。
被
服
類
は
全
団
員

に
貸
与
し
、
防
火
服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
活

動
の
必
要
数
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。
団
か

ら
の
申
し
出
で
配
備
、
更
新
し
て
い
く
。

黒
磯
、
西
那
須
野
、
塩
原
の
3
消
防

団
を
統
合
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

総
務
部
長　

現
団
長
の
2
年
任
期
の

中
で
整
理
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

本
市
に
お
け
る
被
害
の
地
域
特
性
と

被
害
額
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

主
に
高
林
、
箒
根
、

塩
原
地
区
に
お
い
て
、
猿
、
鹿
、
イ

ノ
シ
シ
、
熊
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
昨
年
度
の
被
害
額
は
約

6
7
2
0
万
円
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。

被
害
対
策
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
観
光
部
長　

本
市
の
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
等
に
基
づ
き
、
地
元
猟
友

会
に
有
害
鳥
獣
捕
獲
業
務
を
委
託
し
て
被

害
の
軽
減
、
防
止
を
図
っ
て
い
る
が
、
野
生

獣
の
出
没
や
被
害
が
拡
大
す
る
中
、
地
域
、

行
政
、
猟
友
会
等
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
検
討
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。

市
教
育
行
政
基
本
方
針
に
よ
り
取
り

組
ま
れ
た
事
例
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

授
業
力
向
上
委
員
に
よ
る

師
範
授
業
の
実
施
、 
A 
L
T
常
駐
配

※
1

置
に
よ
る
英
語
教
育
の
推
進
、
学
習
指
導

の
た
め
の 
h 
y
p
e
r-

Q
U
の
活
用
、

※
2

学
級
活
動
や
道
徳
教
育
、
人
権
教
育
の
改

善
充
実
、
相
互
交
流
を
深
め
る
海
外
交
流

事
業
の
充
実
等
に
努
め
た
。
各
学
校
の
特

色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
東
原

小
学
校
が
道
徳
と
特
別
活
動
に
お
い
て
、

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
と
緑
化
推
進
運
動

功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

市
民
の
生
命
･
財
産
の
安
全
確
保
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

消
防
団
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
に
つ
い
て

佐藤 一佐藤　一則則 議員議員

問答問答

問答問答問答

※1 外国語指導助手。本市の全小中学校に
常駐配置されている。

※2 よりよい学校生活と友達づくりのため
のアンケート

問答

教
育
に
つ
い
て

投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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-市政一般質問

-市政一般質問

３

４

駅
前
図
書
館
の
構
想
と
市
図
書
館
の

位
置
づ
け
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

図
書
館
を
交
通
利
便
性
の
高

い
場
所
に
整
備
す
る
こ
と
は
に
ぎ
わ

い
創
出
や
定
住
促
進
に
結
び
つ
く
と
考
え

る
。
全
国
で
衰
退
の
起
き
て
い
な
い
都
市

は
、
図
書
館
が
駅
前
に
あ
る
。
図
書
館
構

想
は
庁
内
の
検
討
会
で
進
め
て
い
て
、
設

計
者
は
今
年
度
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
決
め
て
い
く
。

駅
前
図
書
館
を
子
ど
も
に
特
化
し
た

ら
良
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

定
住
促
進
の
切
り
札
は
子
ど

も
な
の
で
、
子
ど
も
、
若
年
層
、
高

齢
者
が
垣
根
を
越
え
て
集
ま
れ
る
図
書
館

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

庁
内
検
討
会
で
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
は
。

建
設
部
長　

こ
れ
か
ら
検
討
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

に
ぎ
わ
い
創
出
と
定
住
促
進
に
結
び
つ
け
て

駅
前
図
書
館
は
こ
ど
も
中
心
の
わ
く
わ
く
す
る
空
間
に

山本はる山本はるひひ 議員議員

問答問答

新
庁
舎
建
設
計
画
、
那
須
塩
原
駅
周

辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
、
那
須

塩
原
市
立
地
適
正
化
計
画
の
中
で
公
共
交

通
網
の
整
備
は
ど
の
部
署
で
考
え
る
の
か
。

市
長　

公
共
交
通
の
担
当
は
生
活
環

境
部
だ
が
、
今
後
、
立
地
適
正
化
計

画
担
当
の
建
設
部
と
密
接
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
計
画
の
検
討
を
す
る
。

民
間
バ
ス
会
社
や
タ
ク
シ
ー
会
社
と

の
か
か
わ
り
方
と
、
今
後
の
長
期
的

展
望
は
。

市
長　

民
間
の
バ
ス
会
社
2
社
、
タ

ク
シ
ー
会
社
6
社
と
地
域
運
行
事
業

の
協
定
を
締
結
し
、
地
域
バ
ス
運
行
会
議

を
定
例
的
に
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
民

間
バ
ス
会
社
2
社
に
国
及
び
県
と
協
調
し

て
事
業
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

那
須
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
を
踏
ま
え
、

広
域
的
公
共
交
通
を
研
究
し
て
い
く
。

路
線
バ
ス
運
営
事
業
者
に
経
営
努
力

や
改
善
を
要
請
し
た
事
は
あ
る
か
。

生
活
環
境
部
長　

利
用
者
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
は

な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
民
間
事
業
者
や
市
民
と
ど
の
よ

う
な
形
で
協
議
を
続
け
る
の
か
。

建
設
部
長　

地
域
の
実
状
を
考
慮
し
、

県
、
商
工
会
、
公
共
交
通
事
業
者
、

自
治
会
等
で
構
成
す
る
都
市
再
生
協
議
会

と
庁
内
検
討
会
と
の
両
輪
で
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に

情
報
発
信
し
て
い
る
か
。

子
ど
も
未
来
部
長　

広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
他
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
窓

口
で
配
布
し
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
、
子

育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
も
配
置
し
た
。

教
育
長　

子
育
て
サ
ロ
ン
等
で
リ
サ

ー
チ
し
、
必
要
な
情
報
を
家
庭
教
育

支
援
と
い
う
形
で
発
信
し
て
い
る
。

登
録
者
に
直
接
情
報
が
届
く
子
育
て

メ
ー
ル
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

子
ど
も
未
来
部
長　

先
進
事
例
を
よ

く
見
て
研
究
し
た
い
。

幼
児
期
の
子
ど
も
の
運
動
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
伸
ば
す

に
は
、
日
常
的
に
通
え
る
遊
び
場
が
必
要

と
考
え
る
。
市
の
考
え
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　

現
在
、
子
ど
も

の
遊
び
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い

な
い
。
先
進
地
の
成
功
事
例
を
研
究
し
て

考
え
た
い
。

　

年
後
、　

年
後
の
那
須
塩
原
市
の
未
来
地
図
を
描
く
事
に
力
点
を
置
く
べ
き

30

50
早
急
に
、都
市
計
画
に
専
念
で
き
る
精
鋭
チ
ー
ム
を

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

藤村由美藤村由美子子 議員議員

問答問答

問答問答問答

問

答答問答

問答

教
育
部
長　

検
討
委
員
会
の
中
で
人

の
集
ま
る
、
利
用
し
や
す
い
、
み
な

さ
ん
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
詰
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

副
市
長　

計
画
に
基
づ
い
て
詳
細
を

ま
と
め
て
、
実
施
設
計
ま
で
進
め
て

い
く
と
こ
ろ
ま
で
は
計
画
通
り
進
ん
で
い

る
と
認
識
し
て
ほ
し
い
。

学
校
図
書
館
は
児
童
生
徒
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

本
市
の
図
書
館
利
用
に

つ
い
て
は
小
学
生
で
半
数
以
上
、
中

学
生
で　

%
が
年
に
数
回
か
ほ
と
ん
ど
利

80

用
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

図
書
館
整
備
計
画
を
策
定
し
、
予
算
を
増

額
し
て
古
い
図
書
や
、
登
録
か
ら　

年
以

10

上
た
っ
た
資
料
に
つ
い
て
は
更
新
を
し
て

い
る
。
今
年
度
、
全
小
中
学
校
に
蔵
書
の

管
理
を
電
算
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
、
授
業
で
の
調
べ
学
習
が
し
や
す
く
な

る
環
境
を
整
え
る
予
定
で
い
る
。

教
育
長　

今
後
、
教
職
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
る
の

で
、
市
図
書
館
と
学
校
図
書
館
が
ネ
ッ
ト

で
つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

学
校
図
書
館
も
市
図
書
館
も
身
近
な
も
の

と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
環
境
は
整
え

ら
れ
る
の
で
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

問 答答答 答
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市政一般質問-

市政一般質問-

5

6

市
内
の
運
動
施
設
に
つ
い
て

管
理
責
任
を
明
確
に
し
て 
瑕  
疵 
の
な
い
施
設
整
備
を

か 

し

小
中
学
生
社
会
体
育
活
動
支
援
に
つ
い
て

新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

難
聴
児
を
早
期
発
見
し
、
聴
こ
え
に

対
す
る
支
援
も
充
実
し
て
き
た
。
聞
こ
え

に
く
い
こ
と
に
よ
り
、
社
会
性
の
発
達
の

遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
受
診
の
状
況
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

新
生
児
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
は
、
出
生
医
療
機
関
で

行
い
、
聴
覚
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
。
平
成　

年
度
の
受

26

診
率
は　

・
8
%
だ
っ
た
。

90
受
診
率
1
0
0
%
へ
つ
な
げ
る
た
め

に
、
母
親
学
級
な
ど
で
難
聴
に
対
す

る
講
座
や
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
大
切
さ

を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

母
親
学
級
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
講
座
が
あ
る
た
め
、
更

に
追
加
で
き
る
の
か
検
討
し
た
い
。

本
市
に
お
け
る
平
成　

年
の
自
殺
者

26

数
は　

名
。
平
成　

年
以
降
、
経
済

34

10

小
児
難
聴
の
早
期
発
見

よ
り
一
層
の
軽
度
･
中
度
難
聴
児
へ
の
支
援
を

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

星 宏星　　宏子子 議員議員

問答問答問

的
な
理
由
等
に
よ
る
自
殺
の
増
加
は
、
社

会
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
市
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
心
の
相
談
を
実
施
し
、
様
々

な
不
安
や
生
き
づ
ら
さ
を
持
っ
た
方
が
利

用
し
て
い
る
。
今
後
も
多
く
の
方
が
利
用

で
き
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
身

近
な
人
の
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
の
相
談
機

関
へ
つ
な
げ
て
い
く
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、

自
殺
を
防
ぐ
意
味
で
大
き
な
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
ゲ
ー
ト

25

キ
ー
パ
ー
養
成
講
習
会
を
実
施
し
、
そ
の

役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提

供
し
て
き
た
。
今
後
は
市
民
の
参
加
を
得

な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
に
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
の
認
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

自
殺
企
図
者
も
含
め
て
家
族
へ
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

自
殺
企
図
者
、
自
死
遺
族
へ

の
支
援
は
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。

特
に
遺
族
へ
の
支
援
が
最
も
大
事
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
相
談
業
務
等
に
お

い
て
対
処
を
し
て
い
き
た
い
。

運
動
施
設
で
他
人
や
物
に
損
害
を
与

え
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
利

用
し
、
人
や
物
に
損
害
を
与
え
た
場

合
、
施
設
の
瑕
疵
に
原
因
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
利
用
者
個
人
の
責
任
に
お
い
て
補

償
・
賠
償
の
対
応
を
し
て
も
ら
う
。
学
校

の
運
動
場
で
は
、
教
育
課
程
の
管
理
下
に

お
い
て
は
災
害
共
済
で
対
応
す
る
。

現
サ
ッ
カ
ー
場
を
改
修
し
、
平
成　
28

年
度
ま
で
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
8
面

増
設
す
る
予
定
だ
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

教
育
部
長　

平
成　

年
に
本
県
で
開

34

催
さ
れ
る
国
体
の
動
向
を
見
て
整
備

を
進
め
る
と
、
遅
く
と
も
平
成　

年
に
完

31

成
予
定
と
な
る
。
現
在
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
近
隣
住
民
へ
の
騒
音
の
迷
惑
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
改
善
に
向
け
て
早
け
れ

ば
平
成　

年
着
工
が
考
え
ら
れ
る
。

29

今
年
度
予
算
に
あ
る
、
小
中
学
生
社

会
体
育
活
動
支
援
費
の
運
用
規
定
と

市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

小
中
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ

の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
際
、
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
交
通
費
の
一

部
を
支
援
す
る
。
補
助
金
の
規
定
は
要
綱

を
策
定
し
、
本
年
度
か
ら
運
用
し
て
い
る
。

　

周
知
は
小
中
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
案
内
す
る
ほ
か
、
今
後
は
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

施
設
一
体
型
の
現
時
点
で
の
評
価
、

分
離
型
の
概
要
、
学
年
区
切
り
と
教

員
免
許
の
取
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
施
設
一
体
型
の
塩
原
小
中

学
校
は
、教
員
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
り

効
果
的
な
学
習
指
導
を
展
開
で
き
て
い
る
。分

離
型
は
9
中
学
校
区
を
学
校
規
模
に
よ
り
4

タ
イ
プ
に
分
類
、小
中
共
通
の
目
標
を
設
定
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
9
年
間
を
4−

3−

2
制

に
区
分
し
た
指
導
の
明
確
化
、一
部
教
科
担
任

制
に
よ
り
小
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
・

実
践
、地
域
と
の
体
験
活
動
を
推
奨
す
る
な

ど
、合
理
的
・
効
果
的
な
教
育
活
動
が
行
え
る
。

　

教
員
免
許
は
小
中
両
免
許
を
合
わ
せ

持
つ
教
員
が
、現
在
は
一
体
型
で
8
人
い

る
ほ
か
は
臨
時
免
許
で
対
応
、兼
務
発
令

に
よ
り
相
互
乗
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

相馬相馬　　剛剛 議員議員

問答答

問答問答

答問答問答

黒
磯
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

問
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-市政一般質問

-市政一般質問

7

8

社
会
生
活
・
文
化
の
向
上
の
た
め
に
、

市
と
し
て
は
マ
ナ
ー
の
向
上
を
ど
の

よ
う
に
し
て
図
っ
て
い
け
る
か
。
市
職
員

の
マ
ナ
ー
向
上
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

職
員
の
マ
ナ
ー
向
上
に

つ
い
て
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
接
遇

研
修
を
計
画
的
に
実
施
し
、
全
て
の
職
員

が
在
職
年
数
に
応
じ
て
定
期
的
に
受
講
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
新
規
採
用
職
員

研
修
の
中
で
窓
口
対
応
あ
る
い
は
電
話
応

対
な
ど
の
接
遇
の
基
本
を
学
び
、
採
用
2

年
目
以
降
は
接
客
応
対
セ
ミ
ナ
ー
あ
る
い

は
接
遇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
受
講
す
る

ほ
か
、
中
堅
職
員
に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
よ
っ

て
、
職
員
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
の
向
上
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

見
え
に
く
い
子
ど
も
の
貧
困
の
声
を

ど
の
よ
う
に
察
知
し
、
ど
の
よ
う
に

手
を
差
し
伸
べ
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
民
の
マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
の
向
上

模
範
と
な
る
べ
き
市
職
員
へ
の
教
育
は

問答問

東
那
須
野
公
園
の
ス
イ
セ
ン
の
植
栽

事
業
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き

た
東
那
須
野
地
区
車
座
談
議
に
よ
る
植
栽

事
業
が
昨
年
で
終
了
し
た
。
今
後
、
行
政

と
し
て
植
栽
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

東
那
須
野
公
園
は
、
こ
れ
ま

で
に
約　

万
3
5
0
0
㎡
の
整
備
が

10

完
了
し
、
東
那
須
野
地
区
車
座
談
議
、
大

原
間
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
東
那
須
野
地
区

婦
人
会
、
大
原
間
婦
人
会
な
ど
の
各
種
団

体
の
協
力
に
よ
り
、
ス
イ
セ
ン
が
現
在
ま

で
に
、
約　

万
1
千
株
が
植
栽
さ
れ
て
い

12

る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
球
根
の
支
給
を

行
う
な
ど
し
て
、
各
種
団
体
の
協
力
を
仰

ぎ
た
い
。

公
民
館
運
営
の
現
状
と
課
題
、
職
員
の

配
置
や
予
算
配
分
等
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

職
員
配
置
は
、
地
域
の

安
心
感
及
び
公
民
館
の
機
動
性
の
向

市
民
協
働
で
公
園
整
備
を

魅
力
あ
る「
東
那
須
野
公
園
」の
整
備
を

問答問答

上
を
図
る
た
め
に
、
実
務
経
験
豊
か
な
館

長
の
配
置
や
、
活
動
振
興
係
長
に
は
若
く

て
意
欲
の
あ
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
予
算
配
分
は
、
地
域

の
実
情
や
要
望
を
踏
ま
え
緊
急
性
等
の
優

先
順
を
勘
案
し
計
上
し
て
い
る
。

婚
姻
届
を
出
す
こ
と
は
二
人
に
と
っ

て
生
涯
の
思
い
出
で
あ
る
。
独
自
の

婚
姻
届
を
つ
く
り
、
手
元
に
残
せ
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚

姻
届
を
作
成
し
地
域
が
持
つ
魅
力
の

発
信
に
役
立
て
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
。

今
後
、
先
進
自
治
体
の
事
例
等
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

那
須
野
巻
狩
ま
つ
り
の
初
日
を
か
ざ

る
大
将
鍋
出
陣
式
の
山
車
の
汚
れ
が

目
立
っ
て
い
る
。
ま
つ
り
を
後
世
に
残
す

た
め
に
、
漆
の
装
飾
を
施
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
観
光
部
長　

毎
年
、
巻
狩
ま
つ

り
大
将
鍋
出
陣
式
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
ま
つ
り
の
幕
開
け
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
山
車

の
汚
れ
等
の
解
消
、
漆
の
装
飾
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
所
有
者
で
あ
る
東
那
須
野
地

区
ふ
れ
あ
い
推
進
協
議
会
に
お
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

魅
力
発
信
の
新
た
な
施
策
に
つ
い
て

那
須
野
巻
狩
ま
つ
り
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

吉成 伸吉成　伸一一 議員議員

公
民
館
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

問答問答

金子 哲金子　哲也也 議員議員

子
ど
も
の
貧
困
と
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

市
長　

本
市
に
お
け
る
実
態
把
握
は

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
適
切
な

実
態
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

子
ど
も
の
貧
困
は
単
な
る
経
済
的
困
窮

に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
や
D

V
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的
に

絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

　

就
学
児
に
対
し
て
は
、
教
育
部
で
配
置

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
活
用
し
、
子
ど
も
未
来
部
と
教
育

部
の
連
携
の
も
と
、
貧
困
の
実
態
把
握
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
や
子
育
て
家

庭
が
社
会
的
に
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
行
政
や
関
係
団
体
が
連
携
し
、
貧
困

対
策
に
関
す
る
調
査
、
情
報
収
集
等
に
努

め
る
と
と
も
に
、
教
育
や
生
活
の
支
援
、

保
護
者
に
対
す
る
就
労
支
援
、
経
済
的
支

援
を
総
合
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の

業
務
内
容
と
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　

子
育
て
に
関
す

る
全
般
的
な
相
談
を
受
け
る
子
育
て

サ
ロ
ン
、
貧
困
な
ど
困
り
ご
と
を
抱
え
て

い
る
家
庭
と
子
ど
も
の
対
応
、
母
子
父
子

の
自
立
支
援
、
発
達
支
援
な
ど
を
一
つ
に

ま
と
め
た
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
D
V
や
虐
待
に
関
す
る
情
報
も

集
め
て
、
関
係
部
署
と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
る
形
が
と

れ
る
よ
う
な
体
制
で
行
っ
て
い
る
。

答問答
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9

空
き
家
対
策
推
進
特
別
措
置
法
が
全
面
施
行

活
用
可
能
な
空
き
家
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

通
学
時
の
安
全
の
た
め
の
方
針
は
あ

る
か
伺
う
。

建
設
部
長　

那
須
塩
原
市
通
学
路
交

通
安
全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、

通
学
時
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

通
学
路
と
し
て
は
、
歩
道
の
設
置
は

最
適
な
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
整

備
で
き
る
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
を
引
く
こ
と
は
、
大
変
有
効
な

手
段
と
考
え
て
い
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

建
設
部
長　

歩
道
に
つ
い
て
は
最
終

的
な
道
路
の
整
備
、
歩
行
者
の
安
全

対
策
と
い
う
と
歩
道
の
整
備
が
最
終
的
な

形
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、

予
算
や
用
地
の
確
保
の
関
係
も
あ
り
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

学
校
周
辺
や
通
学
路
等
に
お
い
て
は
、

通
学
路
の
標
示
と
か
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
標
示
な
ど
、
注
意
喚
起
の
た
め
に
か
な

り
有
効
な
の
で
、
路
面
標
示
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
く
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
対
策
を

安
全
・
安
心
な
通
学
路
整
備
に
つ
い
て

問答問答

情
報
漏
え
い
の
危
険
性
と
そ
の
対
応

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

現
在
本
市
の
状
況
で
は
、

住
民
情
報
や
税
情
報
を
扱
う
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
と
、
一
般
的
な
業
務
を
行
う
外

部
と
の
メ
ー
ル
等
の
や
り
と
り
が
で
き
る

情
報
系
の
シ
ス
テ
ム
と
は
連
動
し
て
い
な

い
の
で
、
外
部
か
ら
直
接
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
の
個
人
情
報
が
抜
き
取
ら
れ
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
。
社
会
保
障
関
係
の
デ
ー
タ

を
扱
う
保
健
福
祉
部
と
は
、
連
携
を
密
に
、

情
報
漏
え
い
等
が
起
き
な
い
よ
う
な
対
策

を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
万
が
一
そ
の
情
報
系
の
パ
ソ
コ
ン
等

で
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
拡
散
し
な
い

よ
う
な
対
策
も
と
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

の
措
置
の
導
入
の
検
討
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

本
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

将
来
的
な
普
及
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
将
来

的
な
普
及
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
の
設
置
予
定
は
な
い
が
、
今
後
犯

罪
の
推
移
を
見
な
が
ら
那
須
塩
原
警
察
署

と
協
議
を
し
、
適
切
、
効
果
的
に
活
用
で

き
る
様
、
さ
ら
に
は
犯
罪
等
の
抑
止
に
繋

が
る
様
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

齊藤 誠齊藤　誠之之 議員議員

問答問答 防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

平山 啓平山　啓子子 議員議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
空
き
家
の
実
態
調
査

の
現
況
を
伺
う
。

市
長　

今
回
の
調
査
は
、
空
き
家
の

有
効
活
用
を
図
る
目
的
で
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

条
例
の
制
定
、
空
き
家
の
利
活
用
を

伺
う
。

市
長　

特
定
空
き
家
へ
の
対
応
と
活

用
可
能
な
空
き
家
の
利
用
促
進
の
二

つ
の
側
面
が
あ
る
と
考
え
る
。
特
別
措
置

法
の
施
行
に
よ
り
、
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
空
き
家
対
策
が
で
き
る
よ
う
、
条
例
等

の
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

空
き
家
の
賃
貸
、
売
却
を
希
望
す
る
方
の

情
報
を
空
き
家
の
利
用
を
希
望
す
る
人
に

紹
介
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
定
住
促
進
に
活
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

経
済
的
に
厳
し
い
所
有
者
へ
の
対
応

を
伺
う
。

10

問答問答問

市
長　

個
人
の
財
産
で
あ
る
た
め
、

原
則
的
に
は
所
有
者
の
対
応
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

遠
隔
地
に
住
む
所
有
者
の
相
談
窓
口

や
地
域
住
民
の
苦
情
に
応
じ
る
体
制

の
整
備
は
考
え
て
い
る
か
。

建
設
部
長　

4
月
か
ら
所
管
が
建
設

部
に
変
わ
り
、
都
市
整
備
課
住
宅
係

が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
産
後
ケ
ア
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

保
健
師
に
よ
る
家

庭
訪
問
、
電
話
相
談
、
助
産
師
に
よ

る
新
生
児
訪
問
、
母
子
保
健
推
進
員
に
よ

る
乳
幼
児
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

定
住
促
進
を
兼
ね
、
安
心
し
て
産
み

育
て
ら
れ
る
那
須
塩
原
版 
ネ 
ウ
ボ
ラ

※

の
設
置
の
考
え
は
。

市
長　

今
真
剣
に
制
度
設
計
が
進
行

中
で
あ
る
。

※ フィンランドにおける、妊娠・出産から6
歳までの切れ目のない家庭支援。

答問答問 答答 「
産
後
ケ
ア
」で
育
児
不
安
解
消
を

問
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11

12

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
に
よ
る
建
設
費

高
騰
の
危
機
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

新
庁
舎
建
設
は
他
市
町
に
お

い
て
延
期
や
設
計
、
工
期
の
変
更
等

を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
方
粛
々
と

進
め
て
い
る
市
町
も
多
い
。
市
に
お
い
て

は
今
後
積
算
さ
れ
た
工
事
費
や
、
消
費
税

な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
、
財
政
状
況
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
判
断
し
て
い
く
。

新
庁
舎
建
設
費
に
つ
い
て
、
改
訂
中

長
期
財
政
計
画
の
中
で
は　

年
度
と

29

　

年
度
の
合
計
支
出
額
は　

億
円
と
な
っ

30

73

て
い
る
が
そ
の
内
訳
は
。

企
画
部
長　

建
築
工
事
費
が　

億
8

58

千
万
円
、
用
地
取
得
費
9
億
円
、
設

計
管
理
費
4
億
円
、
外
構
附
帯
5
億
2
千

万
円
の　

億
円
で
あ
る
。

77
新
庁
舎
建
設
財
源
の
内
訳
と
一
般
財

源
か
ら
の
持
ち
出
し
額
は
い
く
ら
か
。

企
画
部
長　

合
併
振
興
基
金　

億
6

29

千
万
円
、
庁
舎
整
備
基
金
が　

億
円
、

20

新
庁
舎
建
設
は
県
北
の
中
心
都
市
と
し
て
の
発
展
を
期
し

無
駄
遣
い
と
な
ら
な
い
計
画
策
定
の
も
と
推
進
を

問答問答

市
は
合
併
後「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
改
め
て
採
択
し
、　

年
を
経
た
。

10

　

宣
言
市
と
し
て
中
学
生
の
広
島
・
長
崎

の
世
界
大
会
へ
の
派
遣
や
平
和
図
書
月
間

な
ど
具
体
化
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

ま
た
、
宣
言
市
の
市
長
と
し
て
「
海
外
で

戦
争
す
る
｣
い
わ
ゆ
る
戦
争
法
案
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
見
解
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。市

長　

現
在
、
中
学
生
の
被
爆
地
へ

の
派
遣
や
平
和
図
書
月
間
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
も
行
う
考
え
は
な
い
。

　

通
常
の
学
習
の
中
で
平
和
の
大
切
さ
へ

の
意
識
付
け
は
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

来
る
8
月
5
日
か
ら　

日
間
、
広
島
平

10

和
記
念
資
料
館
の
協
力
の
も
と
、
広
島
・

長
崎
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
を
本
庁
1
階
市

民
室
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、

平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
た
市
民
の
意

平
和
を
求
め
る
市
民
に
応
え
る
た
め

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

問答

識
啓
発
や
歴
史
の
継
承
に
取
り
組
み
た
い
。

　

戦
争
法
案
に
つ
い
て
は
、
こ
の
国
の
安

全
保
障
あ
る
い
は
外
交
も
含
ま
れ
国
の
専

決
事
項
と
捉
え
て
お
り
、
1
人
の
首
長
と

し
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
る
。

市
が
住
民
基
本
台
帳
か
ら
自
衛
隊
へ

市
民
情
報
を
提
供
す
る
根
拠
は
何
か
。

提
供
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
、
ど
の

よ
う
な
基
準
で
何
人
提
供
し
た
の
か
。

　

誰
が
ど
の
項
目
を
閲
覧
し
た
の
か
公
表

し
、
本
人
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
情
報
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
改
善
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　

自
衛
隊
か
ら
住
民

基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
閲
覧
の
請
求

が
あ
り
、
審
査
を
し
、
許
可
し
て
い
る
。

　

直
近
で
は
、
平
成　

年
度
に
指
定
さ
れ

26

た
期
間
に
出
生
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
請
求

が
あ
り
、
該
当
す
る
1
1
9
3
人
に
つ
い

て
閲
覧
を
許
可
し
た
。

　

公
表
に
つ
い
て
は
、
毎
年
告
示
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
、
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

市
が
自
衛
隊
に
提
供
す
る
市
民
情
報

に
つ
い
て

髙久 好髙久　好一一 議員議員

問答

合
併
特
例
債　

億
1
千
万
円
、
残
り
3
億

24

3
千
万
円
で
あ
る
。
残
り
分
が
一
般
財
源

か
ら
の
持
ち
出
し
で
あ
る
。

広
域
行
政
組
合
が
管
理
し
て
い
る
現

在
の
と
場
廃
止
に
つ
い
て
、
酪
農
家

の
現
場
の
状
況
と
声
を
聴
き
、
廃
止
し
な

い
よ
う
検
討
を
行
っ
て
き
た
か
。

産
業
観
光
部
長　

広
域
の
検
討
会
に

臨
場
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

酪
農
協
や
農
協
、
解
体
作
業
者
か
ら
の
聞

き
取
り
な
ど
を
踏
ま
え
た
中
で
協
議
検
討

が
な
さ
れ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
署

名
陳
情
に
つ
い
て
は
広
域
行
政
組
合
の
議

会
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
ち
ら
に
つ
い

て
は
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
は
な
い
。

と
場
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
に
対
し
、
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
観
光
部
長　

県
の
方
の
協
議
会

あ
る
い
は
県
の
中
で
、
家
畜
商
を
初

め
と
し
た
関
係
者
あ
る
い
は
酪
農
協
、
さ

ら
に
は
広
域
等
々
か
ら
出
た
課
題
に
つ
い

て
一
つ
一
つ
確
認
し
手
を
打
っ
て
い
く
と

い
う
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
う
い
う

中
で
、
市
も
一
緒
に
な
っ
て
課
題
を
提
示

す
る
と
こ
ろ
は
提
示
し
て
、
そ
れ
に
対
す

る
納
得
の
い
く
解
決
策
を
共
に
検
討
し
て

い
く
と
い
う
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
い
る
。

生
乳
生
産
本
州
一
で
あ
る
市
が
主
導
権
を

も
っ
て
広
域
行
政
組
合
や
県
に
対
し
て
発

言
し
、酪
農
の
発
展
に
繋
げ
て
ほ
し
い
。

鈴木 伸鈴木　伸彦彦 議員議員

問答問答
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那
須
塩
原
市
議
会
は
、
5
月
に
第
5
回

と
な
る
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
3
会
場
に
、
延
べ　

名
の
方
の
ご
参

97

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
会
の
内
容
は
、「
議
会
活

動
報
告
」
の
ほ
か
、
会
場
ご
と
に
地
域
性

の
高
い
テ
ー
マ
を
設
け
、
参
加
者
と
の

「
意
見
交
換
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
ご
要
望

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
市
政
や
議

会
活
動
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

以
下
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
中
心

に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告

議
会
報
告
会会会会会会会会会会会
ををををををををををを
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし

開
催
し
ま
し
たたたたたたたたたたた

会会会会会会会会会会
場場場場場場場場場場
ごごごごごごごごごご
とととととととととと
にににににににににに
設設設設設設設設設設
けけけけけけけけけけ
たたたたたたたたたた
テテテテテテテテテテ
ーーーーーーーーーー
ママママママママママ
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて
、、、、、、、、、、皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
様様様様様様様様様様
のののののののののの
ごごごごごごごごごご
意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見
をををををををををを
おおおおおおおおおお
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞
きききききききききき
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

会
場
ご
と
に
設
け
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。。。。。。。。。。。

新
幹
線
の
駅
が
で
き
、
玄
関
口
が
変

わ
っ
て
か
ら
、
東
口
駅
前
商
店
街
は

衰
退
し
て
き
た
が
、
行
政
の
手
助
け
が
な

か
っ
た
。
区
画
整
理
を
行
っ
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。

意見

議 会 報 告 会

散
歩
し
な
が
ら
顔
見
知
り
に
な
っ
た

り
、
組
内
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
何
か
の

と
き
に
少
し
ず
つ
話
を
し
て
、
班
回
覧
の

中
で
わ
か
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
。
声
か
け
で
き
る
人
間
関
係
を
自
分
の

組
内
か
ら
広
げ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
。

意見
災
害
支
援
を
考
え
る
と
、
こ
の
見
守

り
ま
で
い
け
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
何
か
一
歩
踏
み
出
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
は
考
え
て
い
る
。
自
治
会
に

入
っ
て
い
な
い
世
帯
を
ど
う
す
る
の
か
が

大
き
な
課
題
か
と
思
う
。

意見

国
際
医
療
福
祉
大
の
多
く
の
学
生
が

バ
ス
を
利
用
す
る
が
、
通
り
過
ぎ
る

だ
け
だ
。
喫
茶
店
な
ど
の
憩
い
の
場
が
必

要
で
は
な
い
か
。

意見
テ
ー
マ
づ
く
り
を　

代
か
ら　

代
の

20

30

若
い
人
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
、　

代
50

以
上
は
支
援
す
る
側
に
回
る
の
が
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
い
い
の
で
は
な
い
か
。

意見

地
区
に
見
守
り
が
下
り
て
く
る
前
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
や
り
方
が
い
い
の
か
。
何
か

や
っ
て
お
か
な
い
と
、
い
き
な
り
は
で
き

な
い
と
心
配
し
て
い
る
。

東
口
は
レ
ト
ロ
調
の
商
店
街
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

意見
東
口
は
学
生
が
集
え
る
ま
ち
づ
く
り
、

西
口
は
観
光
の
玄
関
口
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

意見
駅
前
は
固
定
資
産
が
高
く
、
商
業
施

設
に
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

若
い
人
た
ち
が
去
り
、
高
齢
者
だ
け
残
っ

て
は
維
持
で
き
な
い
の
で
、
税
の
優
遇
措

置
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

意見

5月18日捷　三島公民館　参加者43名

市
の
担
当
者
も
一
生
懸
命
勉
強
し
、

自
治
会
で
勉
強
会
を
開
い
て
指
導
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

意見意見

見
守
る
人
と
、
見
守
ら
れ
る
人
と
を

区
別
せ
ず
、
み
ん
な
見
守
り
隊
に
参

加
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

意見

串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞

遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

①
三
島
公
民
館
〈
テ
ー
マ
〉

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の

見
守
り
に
つ
い
て

串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞

遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

②
東
那
須
野
公
民
館
〈
テ
ー
マ
〉

　

ど
う
す
っ
ぺ　

那
須
塩
原
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り5月19日昇　東那須野公民館　参加者35名

小
・
小
連
携
や
小
・
中
連
携
と
聞
く

と
、
別
に
廃
校
に
し
な
く
て
も
や
っ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
し

ま
っ
た
。
小
さ
な
学
校
の
保
護
者
は
、
大

き
な
学
校
に
行
っ
た
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
不

安
に
思
っ
て
い
る
。
小
・
中
連
携
は
、
そ

の
不
安
も
解
消
さ
れ
る
し
、
す
ご
く
い
い

と
思
う
。

意見
学
校
は
地
域
の
人
の
よ
り
所
で
あ
る

の
で
、
地
域
・
学
校
・
行
政
が
丁
寧

な
合
意
形
成
の
も
と
で
動
く
こ
と
を
大
切

に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
最
終
的
に

ど
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
な
っ
て
い
く

か
、
そ
の
方
法
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

地
域
の
方
が
納
得
す
る
よ
う
な
形
で
、
穏

や
か
に
周
り
の
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

意見
串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞

遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

③
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
〈
テ
ー
マ
〉

　

地
域
と
学
校
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
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5月21日昭　ハロープラザ　参加者19名

　

参
加
し
た　

人
の
う
ち
、　

人
か
ら
ア

97

36

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
回
収
率　

%
）。

37

　

紙
面
の
都
合
上
、
参
加
者
の
声
の
一
部

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
報
告
を
も
っ
と

詳
し
く
聞
き
た
か
っ
た
。
支
所
は
ど
う

な
る
か
不
安
。

○
放
射
能
対
策
を
風
化
さ
せ
な
い
取
組
み

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
ど
ん
な
意
見
に
も
て
い
ね
い
な
説
明
で
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
も
っ
て
市
民
と
話

し
合
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

○
何
が
課
題
で
ど
う
改
善
さ
れ
た
か
を
ポ

イ
ン
ト
で
述
べ
て
も
ら
い
た
い
。

○
前
年
度
に
出
た
意
見
、
経
過
報
告
を
伝

え
る
時
間
も
必
要
で
は
な
い
か
。

○
も
っ
と
若
い
人
た
ち
が
関
心
を
持
つ
よ

う
な
内
容
に
し
て
は
ど
う
か
。

○
各
地
域
に
合
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
と
思

う
の
で
、
テ
ー
マ
の
方
に
よ
り
時
間
を

多
く
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
紙
面
を
読
む
こ
と
で
の
説
明
、
報
告
だ

け
で
は
理
解
し
づ
ら
い
。

○
市
の
執
行
側
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能

が
議
会
の
役
目
で
あ
れ
ば
、
市
行
政
に

対
す
る
不
満
は
チ
ェ
ッ
ク
が
足
り
な
い

と
い
う
意
見
の
裏
返
し
に
な
る
の
だ
と

思
う
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

串

釧

櫛

屑

虞虞

遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

会
場
で
対
応
を
保
留
し
た
も
の

の
回
答

市議会を傍聴したことは?

ある
55%

ない
42%

50代
14％

60代
25％

70代
14％

80代以上
2％

不明　3%

傍聴したことがあると
答えた人の年齢層は?

子
ど
も
が
少
な
く
、
郷
土
芸
能
の
後

継
者
不
足
に
困
っ
て
い
る
。
市
か
ら

の
補
助
金
は
3
万
円
か
ら
2
万
7
千
円
に

減
ら
さ
れ
た
。
維
持
し
て
い
く
た
め
に
ど

ん
な
策
が
あ
る
か
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

郷
土
芸
能
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る

意
見
が
出
た
こ
と
を
、
市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

市
外
の
小
中
学
校
に
も
通
学
は
で
き

る
の
か
。

通
学
先
の
自
治
体
の
基
準
に
よ
っ
て
、

指
定
校
よ
り
近
い
こ
と
等
を
理
由
に
、

市
外
の
小
中
学
校
へ
の
通
学
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

問答問答

今後も内容の充実に努め
ていきます。

今回の報告会の評価は?

評価する
64％

どちらとも
いえない
19％

不明
17％

多くの方が参加したいと
思うPR方法を工夫します。

開催を何で知りましたか?

各戸配布
チラシ
41％

議会だより
15％

市広報
23％

ホームページ
4％

議員・知人
の紹介
11％

その他　6％

よりわかりやすい報告を目
指し、質の向上を図ります。

内容はわかりやすかったですか?

わかりや
すかった
42％

わかりに
くかった
22％

どちらとも
いえない
25％

不明
11％

　

過
去
4
回
の
開
催
の
中
で
数

多
く
承
り
ま
し
た
ご
意
見
や
ご

要
望
等
に
つい
て
は
、
報
告
会
の

実
行
組
織
で
あ
る
班
長
会
議
で
、

議
会
で
検
討
を
要
す
る
も
の
と

市
長
へ
の
意
見
や
要
望
事
項
に

分
類
し
、
市
長
に
伝
え
る
も
の

と
し
た
内
容
は
、
参
加
者
か
ら
の

ご
意
見
等
と
し
て
市
長
に
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
と
し
て
の
回
答

を
保
留
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

関
係
す
る
委
員
会
で
改
め
て
検

討
し
た
結
果
を
、
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ

な
い
場
合
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

串

釧

櫛

屑

虞

遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

前
回
ま
で
の
意
見
等
へ
の
対
応

次回の報告会は、11月18日、19日、20日の予定です。
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塩原温泉ビジター
センター

議会の常任委員会では、会議以外にどんな
ことをしているの?

今議会（6月議会）に行われた各常任委員会の所管事務調査

Ｑ

　総務企画常任委員会では、今議会中の所管事務調査は行いませんでした。
　下記写真は総務の所管である消防団の黒磯消防団操法競技会参加の様子です。（6月28日）

　市道認定される西那須野駅構内歩道橋の現場
を見て、市道にする必要性について担当部局より
説明を受けました。
　また、市内塩原地区の指定管理で運営されてい
る観光施設などを視察しました。（6月19日）

　「西那須野学校給食共同調理場」と、「関谷
小学校の自校方式」の二つの方式の学校給
食についてそれぞれ現地調査をし、自校方式

をとる関谷小学校で
給食を試食しました。
（6月19日）

 各常任委員会では、議会に提出された議案について、文章だけではわ
かりにくい時には、現地調査をして判断の参考にします。これを「所管事
務調査」と言います。
　
　特に、議会の議案として、調査が必要な課題については、早急に実状
を調査しています。
　
　また、市民が生活する上で、各分野での行政が取り組むべき課題にお
ける「先進的な取り組みを行う地域」を訪問して、その現状やシステム
等の勉強をするための視察(所管事務調査)も行っています。

A

那須塩原市
牛乳消費拡大
PRキャラクター
みるひぃ

総務企画常任委員会

建設経済常任委員会 福祉教育常任委員会

西那須野駅
東西連絡橋線 関谷小学校

市議会って？ ～今さら聞けないQ＆A～
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政
治
倫
理
審
査
会
が
資
産
等
報
告
書
を
審
査
し
、

議
長
に
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

会　

長　

鈴
木　
　

紀
議
員

副
会
長　

山
本
は
る
ひ
議
員

委　

員　

松
田　

寛
人
議
員

　
　
　
　

伊
藤　

豊
美
議
員

　
　
　
　

櫻
田　

貴
久
議
員

　

平
成　

年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
に

27

お
い
て
、
議
員
発
議
に
よ
り
議
員
政
治

倫
理
条
例
が
可
決
さ
れ
4
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
今
年
度
か
ら
議
員

の
資
産
と
税
の
納
付
状
況
を
記
載
し
た

資
産
等
報
告
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

◇
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た

　

政
治
倫
理
審
査
会（
5
人
）

◇
資
産
等
報
告
書
の
提
出
状
況

　

条
例
が
定
め
る
資
産
等
報
告
書
の
提
出

対
象
者
は
、
5
月
1
日
現
在
在
籍
し
て
い

る
市
議
会
議
員　

人
で
す
。

26

　

資
産
等
報
告
書
は
、
提
出
期
限
の
平
成

　

年
5
月　

日
ま
で
に
、　

人
全
員
分
が

27

29

26

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
審
査
会
の
開
催
状
況

第
1
回
審
査
会
6
月
5
日（
金
）

　

資
産
等
報
告
書
の
審
査
を
行
い
、
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
が
添
付
さ
れ
た
証
明
書

掲
載
の
内
容
と
符
合
し
て
い
る
か
慎
重
に

審
査
を
進
め
ま
し
た
。

第
2
回
審
査
会
6
月　

日（
木
）

25

【
第
1
回
審
査
会
の
書
類
審
査
終
了
】

　

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

議
長
に
報
告
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
た
う
え
審
査
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

◇
審
査
の
結
果

　

資
産
等
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

証
明
書
類
と
も
に
符
合
し
、
お
お
む
ね
適

正
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
税
の
納
付
状
況
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
議
員
が
納
付
す
べ
き
額
を
納
付
し

て
い
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◇
政
治
倫
理
審
査
会
か
ら
の
意
見

　

審
査
会
で
は
、
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

〇
政
治
倫
理
審
査
会
の
審
査
の
経
過
及
び

概
要
、
結
果
に
つ
い
て
、
議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
周
知
さ
れ
た
い
。

〇
資
産
等
報
告
書
の
添
付
書
類
で
あ
る
納

税
証
明
書
は
、
交
付
時
期
に
よ
っ
て
「
未

納
額
の
う
ち
納
期
未
到
来
額
」
欄
に
数
値

が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
閲
覧
す
る

審査報告書を議長に提出
（平成27年8月5日）

市
民
に
、
滞
納
し
て
い
る
議
員
が
い
る
な

ど
の
誤
解
を
招
か
な
い
た
め
に
も
提
出
期

限
の
見
直
し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

〇
資
産
等
報
告
書
の
「
土
地
」
及
び
「
建

物
」
に
つ
い
て
は
、
指
定
の
様
式
に
収
ま

ら
な
い
複
数
の
資
産
を
持
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
合
計
の
み
の
記
載
も
認
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

◇
審
査
報
告
書
の
提
出

　

平
成　

年
8
月
5
日
に
審
査
会
と
し
て

27

の
意
見
を
付
し
て
中
村
芳
隆
議
長
に
審
査

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

政
治
倫
理
審
査
会
の
流
れ

資
産
等
報
告
書
提
出

審
査
報
告
書
の
作
成

政
治
倫
理
審
査
会
に

よ
る
審
査

議
長
へ
提
出

審査風景
（平成27年6月25日）



日本からオーストリア　友好名曲コンサート

ぜひお気軽にお越しください。

～9月議会～

♪日　時　　平成27年9月7日（月）
　　　　　　午前9時30分～45分
♪ソプラノ　 荒川　茉捺
♪ピアノ　　 荒川　佳子
曲目　
那須塩原市の歌　夏の思い出　
ウィーン我が夢の街　ほか

荒川　茉捺 さん

第4回第第第4回第4回回回第第4回回第第第第第4回第4回 議場コンサートンサンササートサ トトトササ トトト議議議場コ議場コココ議議場ココンン議場コンサート議場コンサート

議会だより編集委員会
委 員 長　齊藤　誠之
副委員長　藤村由美子
委　　員　星　　宏子　　相馬　　剛
　　　　　若松　東征　　山本 はるひ

　去る6月21日の下野新聞で、早稲田大学マ
ニフェスト研究所がまとめた「2014年度議会
改革度調査」の結果が発表され、本県で最も
順位が高かったのは県議会の162位で、わた
くしたち那須塩原市議会が178位だったと報
道されました。この調査に回答した県内22市
議会において、初めて当市議会がトップにな
りました。
　議会報告会を年2回開き、質問や要望にも
「議会だより」で可能な限り丁寧に説明して
いく意思疎通の姿勢や、参加しやすさの「工
夫点」が評価されたとのこと。那須塩原市議
会として今まで取り組んできたことがこのよ
うな調査で高く評価されたことは、私たち議
員にとって、非常に励みになります。この方
向性を引き続き継続し、市民の皆様と積極的
に交わり、さらに開かれた議会になるよう、
邁進していきたいと思います。
　新しいメンバー構成となった議会だより編
集委員会では、Q&Aコーナーを継続するとと
もに、「議会だよりの発行を早める」という
新たな目標を立てました。6月議会の報告と
なるこの議会だよりは、現状では「2か月後
の20日」（8/20）に発行になります。これを
15日短縮し、「2か月後の5日」に発行できる
よう、委員一丸となってトライします！
　　　　　　　　　　　　　　　　 （藤村）

13日
16日
28日

議会報告会班長会議
議員全員協議会
議会だより編集委員会

1日
7日
8日

11日
13日
18日
19日
20日
21日

26日

28日
29日

議会運営委員会
庁舎建設検討特別委員会
平成27年第2回那須塩原市議会
臨時会
議会報告会班長会議
福井県越前市議会来訪
議会報告会（三島公民館）
議会報告会（東那須野公民館）
兵庫県川西市議会来訪
産業廃棄物対策協議会幹事会
議員全員協議会
議会報告会（ハロープラザ）
正副委員長会議
議会だより編集委員会
那須地区議員交流会幹事会
議会運営委員会

5日
15日
25日

26日

　平成27年第3回那須塩原市議会
　定例会
政治倫理審査会
議会運営委員会
議会活性化検討特別委員会
議員全員協議会
政治倫理審査会
議会だより編集委員会
議会運営委員会

【編集後記】

4月

6月

5月

議　
　

会　
　

日　
　

誌
5～26日

議会を傍聴してみませんか

残暑お見舞い申し上げます。残暑お見舞い申し上げます。残暑お見舞い申し上げます。残暑お見舞い申し上げます。
那須塩原市議会

http://www.city.nasushiobara.lg.jp

　次の9月議会（定例会）は9月4日（金）
開会予定です。
　詳しい内容は随時ホームページでお知ら
せいたします。

読みやすく、親しみやすい紙面づくりのために、ぜひご意見をお聞かせください。
議会だよりに関するお問い合わせ・ご意見、または音声版議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
【E-mail】gikai@city.nasushiobara.lg.jp　　【TEL】0287（62）7181

那須塩原市議会 検 索

　議員個人のお中元、暑中見舞い、初盆などの寄付行
為にあたるものは、公職選挙法により禁止されていま
すので自粛しています。
　ご理解の程、よろしくお願い致します。

　議員個人のお中元、暑中見舞い、初盆などの寄付行
為にあたるものは、公職選挙法により禁止されていま
すので自粛しています。
　ご理解の程、よろしくお願い致します。

クリック！


